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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える液体噴霧装置であって、前記貯蔵器
が、前記スプレーガンに接続可能であり使用時に前記液体を前記貯蔵器から流出させるた
めの出口を有し、前記スプレーガンが、前記貯蔵器の協働するコネクタ手段と非ねじ込み
式に係合するように構成された一体的なコネクタ手段を有し、それにより前記貯蔵器が前
記スプレーガンに離脱可能に固定される、装置。
【請求項２】
　前記スプレーガンが、前記貯蔵器からの出口に接続するように構成された一体的ソケッ
トを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ソケットは、前記スプレーガンの入口に至る貫通孔を有し、使用時に前記貯蔵器が
液体を前記スプレーガンに供給するために前記スプレーガンに接続されたときに、前記貯
蔵器からの出口が前記入口と連通する、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　完全に１回転することなく押込ばめまたは押してねじることにより嵌合可能なコネクタ
が設けられた貯蔵器を接続するための一体的ソケットが設けられた本体と、前記ソケット
を、該ソケットに嵌合不可能なコネクタが設けられた貯蔵器が接続できるようにするイン
サートと、を有するスプレーガン。
【請求項５】
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　スプレーガンであって、貯蔵器を前記スプレーガンに離脱可能に接続するために前記貯
蔵器の非ねじ込み式コネクタと嵌合係合する一体的非ねじ込み式コネクタを有する、スプ
レーガン。
【請求項６】
　スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える液体噴霧装置であって、前記貯蔵器
が、前記スプレーガンおよび貯蔵器の嵌合可能コネクタを有する迅速嵌合コネクタシステ
ムにより前記スプレーガンに離脱可能に接続可能であり、前記スプレーガンは本体を有し
、前記スプレーガンコネクタが前記本体と一体的である、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スプレーガン等の液体噴霧装置におけるまたはそれに関連する改良に関する
。特に、本発明は、スプレーガンと噴霧される液体を収容する貯蔵器との間の接続に関す
る。本発明は特に、排他的ではないが、スプレーガンに貯蔵器を脱着可能に取り付ける離
脱可能な接続と、かかる接続に適合されるスプレーガンとに適用される。
【背景技術】
【０００２】
　スプレーガンは、車体修理店において、事故の後に修理された車両に再吹付け塗装を行
う場合に広く使用される。既知のスプレーガンでは、液体は、ガンに取り付けられた貯蔵
器に収容され、そこからスプレーノズルに供給される。液体は、スプレーノズルから出て
くると、ノズルに供給される圧縮空気により霧化され噴霧を形成する。液体は、重力供給
または吸引供給される場合があり、あるいは、より最近では、圧縮空気ラインからスプレ
ーガンに貯蔵器への抽気ラインによって加圧供給される場合がある。
【０００３】
　従来、液体は、ポットおよびガンの相補的なねじ山を係合させることによってスプレー
ガンに取り付けられた剛性ポッドに収容される。このため、ポットを、清掃または交換の
ために取り外すことができる。典型的には、ポットは、空のままガンに固定され、取外し
可能な蓋を有し、それを用いて、ガンに取り付けられているポットに液体を加えることが
できる。噴霧が完了すると、ポットを取り外すことができ、ガンおよびポットを再使用す
るために清掃することができる。
【０００４】
　この構成により、たとえば適合しないねじ山を有するポットを固定しようとするような
誤用により、ガンおよびポットのねじ山が破損する可能性がある。また、噴霧が完了する
と、ねじ山がたとえば乾燥した塗料により閉塞するのを防止するため、かつ次に噴霧され
る液体による二次汚染を防止するために、ねじ山から液体のすべての痕跡を除去するよう
な注意深い清掃が必要である。
【０００５】
　ねじ山が破損するかまたは閉塞することにより、ガンが使用不可能となる可能性があり
、新たなガンを購入することが必要になる。これによりコストが増え、また噴霧を続ける
ために予備のガンが手元にないため作業時間が失われる場合は不都合である。さらに、ね
じ山の清掃には、通常、ガンおよびポットを清掃するときにも使用する溶剤が必要である
。溶剤の使用は、健康および安全を考慮すると望ましくなく、使用後の溶剤の処分に対す
る問題をもたらす。
【０００６】
　本出願人は、貯蔵器が使用後に使い捨て可能であることにより、噴霧が完了した時に必
要な清掃の量を低減するシステムを開発した。このシステムにより、貯蔵器を、ガンに取
り付ける前に噴霧する液体で充填することができる。従来のねじ込み接続では、ねじ山を
完全に係合し貯蔵器を流体密封式に固定するために、貯蔵器を数回、典型的には少なくと
も４回転または５回転させる必要がある。これには時間がかかり、貯蔵器に液体が充填し
ている場合はそれがこぼれないように、使用者側において相当な注意と器用さとが必要で
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ある。
【０００７】
　これらの問題を軽減するために、本出願人は、スプレーガンにねじ込まれ貯蔵器に離脱
可能な迅速嵌合接続を提供するアダプタを介して、貯蔵器をスプレーガンに接続するシス
テムを提案した。たとえば、貯蔵器およびアダプタに、貯蔵器をガンに接続するために貯
蔵器を完全に１回転させる必要がない押してひねる（ｐｕｓｈ－ｔｗｉｓｔ）動作により
係合可能な差込タイプの構造を設けてもよい。
【０００８】
　この構成により、貯蔵器が液体を収容する場合に液体がこぼれる危険性が低減し使用者
側にそれほど器用さが必要でない、簡単で効率的な方法で、貯蔵器をガンに取り付けかつ
がガンから脱着することが可能になる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　アダプタを設けることにより、従来の剛性ポットで使用するねじ山接続を有する既存の
ガンを、使い捨て貯蔵器を用いる本出願人によるシステムで使用するように変えることが
できる。これは、特に噴霧が完了した時に必要な清掃の量が低減するということから、使
用者に対し多数の利益がある。しかしながら、ガンのねじ山と適合するねじ山を有するア
ダプタが手元にない場合、たとえば、アダプタが清掃のために取り外されその場にない場
合に、問題が起こる可能性がある。それにより、ガンを使い捨て貯蔵器と使用することが
できず、使用者が、予備のアダプタまたはアダプタなしにスプレーガンにねじ込むことが
できる剛性ポットを有していない場合に、作業時間が失われる可能性がある。また、ガン
とアダプタとの間のねじ込み接続は、ガンとポットとの間の接続と同じように誤用によっ
て破損しやすく、ガンが使用不可能になる可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上述した問題と貯蔵器をスプレーガンに固定する既存の構成の不都合とを考
慮してなされた。
【００１１】
　より詳細には、本発明の少なくともいくつかの実施形態は、ガンに対する破損の危険性
を低減する単純な方法で貯蔵器をガンに取り付けかつガンから脱着することができる、ス
プレーガンと貯蔵器との間の改良された接続を提供する。
【００１２】
　さらに、本発明の少なくとも一実施形態は、遺失される可能性がありかつ／またはガン
および貯蔵器における接続に適合しない可能性がある追加の別個の部品なしに、貯蔵器を
ガンに直接取り付けることを可能にする、ガンと貯蔵器との間のかかる改良された接続を
提供する。
【００１３】
　さらに、本発明の少なくとも一実施形態は、液体が充填された場合に液体がこぼれる危
険性を低くして貯蔵器を接続することができ、使用者の側に、貯蔵器を接続／分離するた
めの高度な器用さを必要としない、貯蔵器に対する迅速で離脱可能な接続に適合されたス
プレーガンを提供する。
【００１４】
　さらに、本発明の少なくとも一実施形態は、嵌合可能なコネクタを有する貯蔵器を着脱
可能に取り付ける一体的コネクタが設けられたスプレーガンと、単純な方法で嵌合不可能
なコネクタが設けられた貯蔵器を離脱可能に取り付けるようにスプレーガンコネクタを変
えるアダプタと、を提供する。
【００１５】
　また、本発明の少なくとも一実施形態は、貯蔵器の開放端を閉鎖する蓋の機能と使用時
に液体を貯蔵器からスプレーガンに移動させる流体コネクタの機能とを結合する、貯蔵器
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を脱着可能に取り付ける一体的コネクタが設けられたスプレーガンを提供する。
【００１６】
　さらに、本発明の少なくとも一実施形態はインサートを提供する。インサートにより、
スプレーガン上の一体的非ねじ込み式コネクタソケットに、コネクタソケットと係合せず
かつインサートと適合するコネクタを有する貯蔵器が取り付けられるようになる。
【００１７】
　このように、本発明の一態様は、スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える液
体噴霧装置であって、貯蔵器が、スプレーガンに接続可能であって使用時に液体を貯蔵器
から流出させるための出口を有し、スプレーガンが、貯蔵器の協働するコネクタ手段と非
ねじ込み式に係合するように構成された一体コネクタ手段を有し、それにより貯蔵器がス
プレーガンに離脱可能に固定される、液体噴霧装置を提供する。
　また本発明の他の態様は、完全に１回転することなく押込ばめまたは押してねじること
により嵌合可能なコネクタが設けられた貯蔵器を接続するための一体的ソケットが設けら
れた本体と、前記ソケットを、該ソケットに嵌合不可能なコネクタが設けられた貯蔵器が
接続できるようにするインサートと、を有するスプレーガンを提供する。
　本発明のさらなる他の態様は、スプレーガンであって、貯蔵器を前記スプレーガンに離
脱可能に接続するために前記貯蔵器の非ねじ込み式コネクタと嵌合係合する一体的非ねじ
込み式コネクタを有する、スプレーガンを提供する。
　本発明のさらなる他の態様は、スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える液体
噴霧装置であって、前記貯蔵器が、前記スプレーガンおよび貯蔵器の嵌合可能コネクタを
有する迅速嵌合コネクタシステムにより前記スプレーガンに離脱可能に接続可能であり、
前記スプレーガンは本体を有し、前記スプレーガンコネクタが前記本体と一体的である、
装置を提供する。
【００１８】
　本明細書で使用する「液体」という用語は、材料の特性および／または意図された用途
に応じて霧化されたまたは霧化されていない形態で塗布することができる、塗料、下塗剤
、ベースコート、ラッカー、ニスおよびそれらに類似の塗料状材料と、接着剤、シーラ、
充填剤、パテ、粉末コーティング、黒色火薬、研磨用スラリー、離型剤および鋳物用仕上
げ剤等の他の材料と、を含む（限定しない）、スプレーガンを使用して塗布することがで
きるすべての形態の流動性材料（表面を着色するように意図されているか否かに係らず）
をいい、「液体」という用語はそれに従って解釈されるべきである、ということが理解さ
れるべきである。
【００１９】
　本発明により、スプレーガンには、貯蔵器の協働する非ねじ込み式コネクタと嵌合係合
する一体的非ネジ込み式コネクタが設けられる。このため、貯蔵器とスプレーガンとの間
のねじ込み接続の上述した問題および不都合が回避され、貯蔵器を、貯蔵器の迅速な接続
／分離を容易にする単純な方法でスプレーガンに離脱可能に固定することができる。
【００２０】
　本明細書で使用する「非ねじ込み式係合」という用語は、相対的な軸方向の移動により
かつ／または接続軸を中心とする完全な１回に満たない回転を伴う相対的な角移動により
、互いに係合し／互いから離脱することができる２つのコネクタ間の離脱可能な接続のす
べての形態を言う。
【００２１】
　好ましい実施形態では、スプレーガンは、貯蔵器からの出口に接続するように構成され
た一体ソケットを有する。ソケットは、スプレーガンの入口に至る貫通孔を提供し、使用
時に貯蔵器が液体をスプレーガンに供給するためにスプレーガンに接続される場合に、貯
蔵器からの出口が入口と連通する。
【００２２】
　ソケットは、スプレーガンの本体内に埋め込まれてもよい。しかしながら、ソケットは
、スプレーガンの本体から突出するように配置されたコネクタボスに設けられることがよ
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り好ましい。このように、ソケットがスプレーガンの本体から離れていることにより、貯
蔵器を接続するための操作が改善される。
【００２３】
　コネクタボスは、スプレーガンの本体と一体的に形成されてもよい。たとえば、本体お
よびボスは、金属または合金の鋳物もしくは成形物であってもよい。別法として、コネク
タボスをスプレーガンの本体とは別個に形成し、本体に永久的に固定してもよい。たとえ
ば、コネクタボスを、スプレーガンの本体に溶接しまたは接着接合してもよい。
【００２４】
　一実施形態では、貯蔵器からの出口は、貯蔵器に一体的なコネクタ管に開放し、コネク
タ管は、貯蔵器をスプレーガンに接続するためにソケットに受容される。たとえば、コネ
クタ管を、貯蔵器の一端に設けてもよい。一構成では、貯蔵器は、一端においてコネクタ
管に設けられた取外し可能な蓋を有する。
【００２５】
　貯蔵器およびスプレーガンに、貯蔵器のスプレーガンへの押込嵌合接続を提供する嵌合
可能構造を設けてもよい。たとえば、貯蔵器をスプレーガン上に保持するためにコネクタ
管がソケット内で締まりばめされるように、コネクタ管およびソケットをテーパ加工して
もよい。
【００２６】
　別法として、貯蔵器およびスプレーガンに、貯蔵器がスプレーガンに対して完全に１回
転する必要のない、押してねじる動作により係合可能な嵌合可能構造を設けてもよい。
【００２７】
　一構成では、コネクタ管及びソケットに、ソケットの内孔内に係合可能な差込タイプの
構造が設けられる。たとえば、コネクタ管に、ソケットの内孔の壁における１つまたは複
数の差込溝と協働可能な、１つまたは複数の外側に延在する差込ラグまたは耳部を設けて
もよい。各差込溝は、位置合せされたラグまたは耳部を受容し、貯蔵器をスプレーガンに
固定するためにラグまたは耳部を捕らえ保持する円周方向に延在する保持部に至る、軸方
向に延在する案内部を有してもよい。
【００２８】
　別の構成では、スプレーガンおよび貯蔵器に、ソケットの内孔の外部で係合可能な嵌合
可能構造が設けられる。たとえば、貯蔵器に、コネクタ管とは別個であり、スプレーガン
に係合して貯蔵器を離脱可能に固定しコネクタ管がソケットから軸方向に分離するのを阻
止するように構成された、１つまたは複数のフック部材を設けてもよい。
【００２９】
　各フック部材は、コネクタボスの外部フランジの表面に亙って配置可能であることが好
ましい。たとえば、フランジは、位置合せされたブック部材の遠位端を通過するように構
成された凹部と、貯蔵器をスプレーガン上に保持するためにフック部材の遠位端がフラン
ジの表面の上に位置するように貯蔵器が回転する際にフック部材を弾力的に偏向させるよ
うに配置された、凹部に隣接するカムローブと、を有してもよい。
【００３０】
　貯蔵器を固定するための貯蔵器のスプレーガンに対する回転が３６０度未満に制限され
るように、フランジに止め具を設けてもよい。たとえば、止め具は、貯蔵器がスプレーガ
ンに対して半回転または１／４回転したときに迅速嵌合するように構成可能である。止め
具は、各フック部材が係合する当接面を有してもよい。
【００３１】
　別法として、貯蔵器に、貯蔵器を離脱可能に固定しコネクタ管がソケットから軸方向に
分離するのを阻止する、ソケットの外部でスプレーガンと協働可能なコネクタ管上の外部
リブを設けてもよい。リブは、ソケットにコネクタ管を挿入し、貯蔵器をスプレーガンに
対して完全な１回転に満たない回転をさせることにより、スプレーガン上の放射状のラグ
または突起の下に配置可能であることが好ましい。変更態様では、リブをスプレーガンに
設け、ラグをコネクタ管に設けてもよい。
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【００３２】
　リブは、リブがラグに係合することによりコネクタ管がソケット内に軸方向に移動する
ように、ラグと協働可能な傾斜面を提供する螺旋形状を有してもよい。リブおよびラグは
、貯蔵器を、３６０度未満のスプレーガンに対する回転によりスプレーガンに固定するこ
とができるように配置する。リブは、円周方向においておよそ１８０度に亙って延在して
もよい。
【００３３】
　スプレーガンに対する貯蔵器の回転を制限するために、止め具を設けることが好ましい
。このため、コネクタの過締付が防止され、コネクタ管のソケット内への軸方向の移動が
制御されることにより流体密封接続が確実に達成される。止め具は、リブの一端に、スプ
レーガンに対する貯蔵器の回転を阻止するためにラグと係合可能な当接部を備えてもよい
。別法として、止め具は、コネクタ管のソケット内への軸方向の移動を阻止するためにラ
グまたはスプレーガン本体と係合可能な、螺旋状のリブから軸方向に間隔が空けられた第
２のリブを備えてもよい。
【００３４】
　ソケットにおけるコネクタ管の締まりばめにより、流体密封シールを提供してもよい。
締まりばめを、コネクタ管に１つまたは複数の環状密封リブを設けることにより促進して
もよい。別法として、ソケットおよび／またはコネクタ管に、流体密封シールを提供する
ように構成された、１つまたは複数の密封リング、たとえばＯリングを設けてもよい。
【００３５】
　別の実施形態では、貯蔵器の側壁は、貯蔵器の一端に出口を形成する開口を画定し、側
壁の端部は、貯蔵器をスプレーガンに接続するためにスプレーガンのソケットに受容され
る。本実施形態では、スプレーガンのコネクタボスに、ソケットを画定し貯蔵器のための
蓋を形成する拡大頭部を設けてもよい。
【００３６】
　このように、貯蔵器がスプレーガンに接続されると貯蔵器の開放端が閉鎖され、貯蔵器
のための別個の分離可能な蓋は不要である。その結果、貯蔵器を組み立てるための部品の
数を低減することができ、スプレーガンへの貯蔵器の接続を簡略化することができる。
【００３７】
　一構成では、ソケットが、開口の周囲の側壁の端部と係合する環状シートを有すること
が好ましい。側壁の端部を、貯蔵器をソケット内に離脱可能に固定する押込式締まりばめ
によりソケット内に配置し保持してもよい。
【００３８】
　別法として、側壁およびソケットに、相補的な非ネジ込み式コネクタ構造を設けてもよ
い。非ねじ込み式コネクタ構造は、上述した構成のうちの任意のもの、たとえば、差込構
造等、ソケットの内部または外部で押してねじる動作により係合可能な嵌合可能構造を含
んでもよい。
【００３９】
　貯蔵器は、再使用可能であってもよい。たとえば、貯蔵器は、スプレーガンから取外し
可能でありかつ噴霧が完了すると清掃される剛性ポットを備えてもよい。典型的には、ポ
ットは、スプレーガンへの接続部から遠隔な端部において、使用時に液体がポットから引
き出される際に空気が入るのを可能にする、開放可能な空気口を有する。
【００４０】
　貯蔵器は使い捨てであることがより好ましい。たとえば、貯蔵器は、外側容器と内部ラ
イナとを備えてもよく、ライナは、液体が貯蔵器から出される際に潰れることができ、使
用後に取り除いて捨てることができるように外側容器とは別個である。典型的には、外側
容器は、スプレーガンとの接続部から遠隔の端部において、使用時に液体がライナから出
される際に空気が入るのを可能にする空気口を有する。
【００４１】
　スプレーガンの上述したソケットに、ソケットに係合しないコネクタを有する貯蔵器を
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ソケットに接続できるようにするインサートを設けてもよい。このように、スプレーガン
を、単純で有効な方法で、異なるコネクタが設けられた貯蔵器を取り付けるように適合さ
せることができる。交換可能なインサートのセットを設けてもよく、それにより、インサ
ートのうちの任意の選択された１つの取付品が、ソケットに任意の所望のコネクタ構造を
提供することができる。インサートはプラスチック成形物であることが好ましいが、金属
を含む他の材料を使用してもよい。典型的には、インサートはナイロン成形物である。
【００４２】
　一構成では、スプレーガンに、ソケットの外部に一体保持部構造を設けることにより、
嵌合可能保持部構造が設けられた貯蔵器を、貯蔵器をスプレーガンに対して完全に１回転
させる必要のない押してねじる動作により、スプレーガンに対して配置し固定することが
できるようにし、インサートにより、スプレーガンを、従来のねじ込みコネクタ、または
スプレーガンの一体保持部構造と嵌合不可能な他のタイプのコネクタが設けられた貯蔵器
を接続するように適合させることができる。
【００４３】
　インサートに、インサートを配置し保持するためにスプレーガンの保持部構造と嵌合可
能な保持部構造を設けてもよい。たとえば、インサートに、インサートを離脱可能に固定
しインサートがソケットから軸方向に分離するのを阻止する、スプレーガンの保持部構造
とソケットの外部で協働可能な外部リブを設けてもよい。
【００４４】
　保持部構造は、インサートをソケットに配置し、インサートをスプレーガンに対して完
全な１回転に満たない回転をさせることにより、下面にリブが配置可能な放射状ラグまた
は突起を備えてもよい。このように、インサートを、貯蔵器を配置し保持し、貯蔵器がソ
ケットから不注意にまたは偶発的に分離するのを防止するために採用することができる。
【００４５】
　リブは、リブをラグに係合させることによりインサートをソケット内に軸方向に移動さ
せるように、ラグと協働可能な傾斜面を提供する螺旋形状を有してもよい。リブおよびラ
グを、３６０度未満のスプレーガンに対する回転によりインサートをスプレーガンに固定
することができるように配置する。リブは、円周方向におよそ１８０度に亙って延在して
もよい。変更態様では、リブをスプレーガンに設け、ラグをインサートに設けてもよい。
【００４６】
　スプレーガンに対するインサートの回転を制限するために、止め具を設けることが好ま
しい。このようにして、コネクタの過剰な締付が防止され、インサートのソケット内への
軸方向の移動が制御されることにより、流体密封接続が確実に達成される。止め具は、リ
ブの一端において、スプレーガンに対するインサートの回転を阻止するためにラグと係合
可能な当接部を備えてもよい。別法として、止め具は、インサートのソケット内への軸方
向の移動を阻止するために、ラグまたはスプレーガン本体と係合可能な螺旋状のリブから
軸方向に間隔が空けられた第２のリブを備えてもよい。
【００４７】
　別法として、インサートを、貯蔵器との接続を干渉しないようにスプレーガンの一体保
持部構造を封鎖しまたは取り囲むように配置してもよい。たとえば、インサートに、スプ
レーガンの保持部構造がソケットにおけるインサートの押込ばめによって受容される凹部
を設けてもよい。凹部を、インサートのスプレーガンに対する回転を制限するために保持
部構造の両側において延在するように配置されたフランジに設けてもよい。この構成にお
いて、インサート（および取り付けられた貯蔵器）がソケットから不注意にまたは偶発的
に分離する危険性を低減するように、ソケットにおいてインサートが締まりばめされるこ
とが好ましい。
【００４８】
　一体的非ねじ込み式コネクタを有するスプレーガンはまた、供給ライン、たとえば管を
介して、ソケット、またはソケットをソケットに係合しないコネクタを受容するようにす
るインサートに接続するための適当な嵌合可能コネクタを有する遠隔貯蔵器への接続を提



(8) JP 4584829 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

供するように適用してもよい。
【００４９】
　したがって、本発明の別の態様によれば、嵌合可能コネクタが設けられた貯蔵器を接続
する一体的ソケットと、ソケットに係合しないコネクタが設けられた貯蔵器をソケットに
接続できるようにする取外し可能なインサートと、が設けられたスプレーガンを提供する
。
【００５０】
　ソケットを貯蔵器にねじ込み式に接続できるように構成されたインサートを有するソケ
ットは、貯蔵器に非ねじ込み式に接続するように構成してもよい。
【００５１】
　本発明のさらに別の態様によれば、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に接続するために
、貯蔵器の非ねじ込み式コネクタと嵌合係合する一体的非ねじ込み式コネクタを有するス
プレーガンが提供される。
【００５２】
　スプレーガンおよび貯蔵器の非ねじ込みコネクタは、スプレーガンおよび貯蔵器の一方
に、スプレーガンおよび貯蔵器の他方の嵌合構造を受容するように適合されたソケットを
備えてもよい。
【００５３】
　一構成では、ソケットは、スプレーガンに設けられ、貯蔵器の出口に接続可能な入口を
提供する内孔を有する。この構成では、スプレーガンのソケットの内孔に受容されるコネ
クタ管により、貯蔵器の出口を提供してもよい。
【００５４】
　ソケットはスプレーガンの本体内に埋め込まれてもよいが、より好ましくは、スプレー
ガンが、ソケットが形成されるスプレーガン本体から突出するコネクタボスを有する。
【００５５】
　コネクタは、貯蔵器をガンに離脱可能に接続するようにソケットの内孔内に係合可能で
あってもよい。別法として、コネクタは、貯蔵器をガンに離脱可能に接続するために、ソ
ケットの内孔の外部において係合可能であってもよい。
【００５６】
　本発明のさらに他の態様によれば、貯蔵器をスプレーガンに取り付ける方法であって、
スプレーガンの本体に一体的非ねじ込み式コネクタを提供するステップと、貯蔵器に、本
体のコネクタと嵌合可能な非ねじ込み式コネクタを提供するステップと、貯蔵器をスプレ
ーガンに離脱可能に固定するようにコネクタを接続するステップと、を含む方法を提供す
る。
【００５７】
　コネクタは、貯蔵器をスプレーガンに固定するために貯蔵器を完全に１回転させる必要
のない押してねじる動作により係合可能であることが好ましい。たとえば、コネクタは差
込タイプであってもよい。
【００５８】
　本発明のさらなる態様によれば、スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える液
体噴霧装置であって、貯蔵器は、スプレーガンおよび貯蔵器の互いに係合可能なコネクタ
を有する迅速嵌合コネクタシステムによりスプレーガンに離脱可能に接続可能であり、ス
プレーガンは本体を有し、スプレーガンコネクタはスプレーガン本体と一体的である、液
体噴霧装置を提供する。
【００５９】
　貯蔵器がスプレーガンに固定されたときに、スプレーガンおよび貯蔵器は接続軸を画定
することが好ましい。係合可能コネクタは、接続軸に対して実質的に平行である相対的な
軸方向の移動により互いに係合しまたは離脱してもよい。別法として、係合可能コネクタ
は、接続軸に対して実質的に平行である相対的な軸方向の移動と接続軸を中心とする３６
０度未満の角移動との組合せにより互いに係合しまたは離脱してもよい。
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【００６０】
　本発明のさらに別の態様によれば、スプレーガンと噴霧される液体の貯蔵器とを備える
液体噴霧装置であって、貯蔵器が第１端部から第２端部に延在し第１端部に開口を画定す
る側壁を有し、スプレーガンが、貯蔵器の第１端部と協働可能な拡大頭部を備えた一体的
入口コネクタを有し、それにより開口は頭部に対して流体密封により密封される、液体噴
霧装置が提供される。
【００６１】
　入口コネクタの拡大頭部は、貯蔵器のための蓋を形成する。このように、貯蔵器の開口
端は、貯蔵器がスプレーガンに接続されると閉鎖され、貯蔵器のための別個の脱着可能な
蓋は不要である。その結果、貯蔵器を組み立てるための部品の数を低減することができ、
貯蔵器のスプレーガンへの接続を簡略化することができる。
【００６２】
　一構成では、頭部は、貯蔵器の第１端部を受容するソケットを画定する。ソケットは、
開口の周囲において貯蔵器の第１端部と係合可能な環状シートを有することが好ましい。
【００６３】
　貯蔵器の第１端部は、ねじ込み式または非ねじ込み式接続によってソケットに配置され
保持されてもよい。一構成では、ソケットおよび貯蔵器に、貯蔵器を離脱可能に固定する
ための相補的なねじ山が設けられる。別の構成では、貯蔵器は、ソケットにおいて締まり
ばめされ、離脱可能に固定される。さらに別の構成では、貯蔵器およびソケットに、ソケ
ットの内部でまたは外部で係合可能な相補的な非ねじ込み式コネクタ構造が設けられる。
【００６４】
　入口コネクタは、たとえば鋳造または成形によりスプレーガンに一体的に形成されても
よい。別法として、入口コネクタは、別々に形成したとえば溶接または接着接合により永
久的にスプレーガンに固定されてもよい。
【００６５】
　貯蔵器は、第２端部において、使用時に液体が貯蔵器から出される際に空気が入ること
を可能にする開放可能な空気口を有する剛性ポットを備えてもよい。貯蔵器は、外側容器
と内部ライナとを備えることがより好ましく、ライナは貯蔵器から液体が出される際に潰
れることができ、使用後にライナを取り除き捨てることができるように、外側容器とは別
個である。
【００６６】
　本発明のその態様の各々における利点および利益は、添付図面を参照して本発明の例示
的な実施形態の以下の詳細な説明から明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６７】
　まず添付図面の図１を参照すると、重力供給式スプレーガン１とスプレーガン１に離脱
可能に接続された貯蔵器２とを備える、本発明を具体化する液体噴霧装置が示されている
。
【００６８】
　ガン１は、本体３と、本体の後端から下方に延在するハンドル４と、本体の前端にある
スプレーノズル５と、を備える。ガン１は、ガンの両側に枢着される引金６によって手動
で操作される。
【００６９】
　ガンによって放出される塗料（または同様の材料）を収容する貯蔵器２は、本体３の上
部に配置され、ガンを通ってノズル５まで延在する内部通路（不可視）と連通する。
【００７０】
　使用時、ガン１を、ハンドル４の下端においてコネクタ７を介して圧縮空気源（図示せ
ず）に接続し、ユーザが引金６を引くと圧縮空気がガンを通してノズル４まで供給される
ようにする。その結果、重力下で貯蔵器２からノズル５まで供給された塗料が、ノズル５
を離れる時に霧化され、ノズル５から出る圧縮空気とともに噴霧を形成する。
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【００７１】
　ここで、図面の図２および図３を参照すると、貯蔵器２は、外側容器８と、使い捨てラ
イナ９と、使い捨て蓋１０と、カラー１１と、を有する。ライナ９は、形状が容器８の内
側に対応し（かつ密接に嵌合し）、容器８の上縁に位置する開口端において幅の狭いリム
１２を有する。
【００７２】
　蓋１０は、円錐形状であり、周縁から挿入される垂下するスカート１３を有する。スカ
ート１３は、蓋１０の周縁をライナ９のリム１２の上に配置するように、ライナ９の開放
端に押込ばめされる。蓋／ライナアセンブリは、蓋１０の上部において容器８にねじ込ま
れる環状カラー１１によって適所に固定される。
【００７３】
　蓋１０は、頂部において、流体出口を提供するコネクタ管１５に通じる中央開口１４と
、コネクタ管１５の両側に配置された一対のフック部材１６、１７と、を有する。フック
部材１６、１７は、貯蔵器２をスプレーガン１に離脱可能に固定するように配置され、管
１５は、後述するように、外部環状リブ１８とともに、スプレーガン１との流体密封シー
ルを提供するように形成される。
【００７４】
　スカート１３内にメッシュフィルタ１９が押込ばめされ、使用時に管１５を通してスプ
レーガン１に供給される塗料から粒状材料を除去する。別法として、フィルタ１９は、管
１５に押込ばめされてもよく、または蓋１０の一体部分であってもよい。
【００７５】
　ここで図４～図６を参照すると、スプレーガン１の本体３の上部には、一体コネクタボ
ス２０が設けられている。ボス２０は、本体３から上方に延在し、貯蔵器２の蓋１０にお
いてコネクタ管１５を受容するような形状であるソケット２１を有する。ソケット２１は
、ソケット２１から離れる方向に延在する内孔３４に通じる内部肩部３３で終端し、貯蔵
器２からスプレーガン１に塗料を供給するための入口を提供する。
【００７６】
　本実施形態では、ボス２０は、ガン１の本体３に一体的に形成されており、たとえば、
本体３は、軽量金属または合金の鋳物であってもよい。別法として、ボス２０を、別個に
形成し、たとえばガン１の一体部分を形成するように溶接することにより、本体３に永久
的に固定してもよい。
【００７７】
　コネクタ管１５の外部リブ１８は、ソケット２１との流体密封シールを提供し、ボス２
０は、遠位端に、貯蔵器２をスプレーガン１に離脱可能に固定するようにフック部材１６
、１７と協働する外部フランジ２２を有する。代替構成（図示せず）では、コネクタ管１
５の溝またはソケット２１の壁に配置された１つまたは複数の密封リング、たとえばＯリ
ングによって、流体密封シールを形成してもよい。
【００７８】
　フランジ２２は、周縁部の周りに円周方向に一様に間隔が空けられた４つの弓形凹部２
３、２４、２５、２６（図６）を備え、凹部２３、２５は互いに対向し、凹部２４、２６
は互いに対向する。
【００７９】
　各凹部２３、２４、２５、２６は、右回りの方向に（図６に示すように）凹部２３、２
４、２５、２６の端部のカムローブ２３ａ、２４ａ、２５ａ、２６ａを介して、当接部２
７ａ、２８ａ、２９ａ、３０ａで終端する平面部２７、２８、２９、３０に至る。
【００８０】
　各フック部材１６、１７は、遠位端に、フランジ２２と協働するアンダーカットされた
ロックリブ３１ｂ、３２ｂに至る面取り面３１ａ、３２ａを有する、拡大頭部３１、３２
を備える。
【００８１】
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　貯蔵器２をスプレーガン１に固定するために、フック部材１６、１７をフランジ２２に
おける一対の対向する凹部２３、２５または２４、２６と位置合せする。そして、コネク
タ管１５をソケット２１内に押し込むことにより、フック部材１６、１７の拡大頭部３１
、３２が位置合せされた凹部２３、２５または２４、２６を通過するようにする。
【００８２】
　そして、貯蔵器２をスプレーガン１に対して回転させることにより、フック部材１６、
１７がカムローブ２３ａ、２５ａまたは２４ａ、２６ａ上に乗り、ロックリブ３１ｂ、３
２ｂが平面部２７、２９または２８、３０の後方に位置するようにする。貯蔵器２の回転
は、フック部材１６、１７の当接部２７ａ、２９ａまたは２８ａ、３０ａとの係合によっ
て制限される。
【００８３】
　このように、貯蔵器２を、押してねじる動作によりスプレーガン１に固定することがで
き、そのためには、ソケット２１におけるコネクタ管１５の係合によって画定される接続
軸を中心に、スプレーガン１に対して貯蔵器２を完全に１回転させる必要はない。本実施
形態では、貯蔵器は、スプレーガンに固定されるためにおよそ１／４回転以下の回転が可
能である。
【００８４】
　貯蔵器２を、フック部材１６、１７の拡大頭部３１、３２を対向する凹部２３、２５ま
たは２４、２６と位置合せするように最初に貯蔵器２を回転させた操作とは反対の操作で
、スプレーガン１から取り除くことができる。そして、コネクタ管１５をソケット２１か
ら引き出すように、貯蔵器２が引っ張られる。
【００８５】
　貯蔵器２を取り付けるためかつ脱着するためにスプレーガン１に対して回転させる時、
フック部材１６、１７は、カムローブ２３ａ、２５ａまたは２４ａ、２６ａとの係合によ
り外側に撓み、カムローブを越える時にスナップ式に戻る。このようにして、貯蔵器２は
、スプレーガン１に取り付けられる時、ある表面に塗料を塗布するようにスプレーガン１
が操作されている時に、確実に適所に保持される。
【００８６】
　また、貯蔵器２を、最初にフック部材１６、１７をフランジ２２の一対の対向する平面
部２７、２９または２８、３０と位置合せすることにより、単純な押込ばめによってスプ
レーガン１に嵌合させることができる。そして、貯蔵器２をスプレーガン１に向かって押
すことにより、面取り面３１ａ、３２ａがフランジ２２と係合する。拡大頭部３１、３２
は、フック部材１６、１７の弾性により外側に撓み、フランジの上に乗りフランジ２２を
越えた後にスナップ式に戻ることにより、ロックリブ３１ｂ、３２ｂが平面部２７、２９
または２８、３０の後方に位置するようにする。このようにして、貯蔵器２はスプレーガ
ン１に固定される。ロックリブ３１ｂ、３２ｂを離脱させるために十分な力が与えられた
場合は、貯蔵器２を反対の操作で取り除くことが可能である。
【００８７】
　使用時、貯蔵器２を、スプレーガン１に取り付ける前に塗料（または噴霧される他の液
体）で充填する。このために、ライナ９を容器８の内側に押し込む。そして、塗料をライ
ナ９内に入れ、必要な場合は、他のぼかし剤、硬化剤および希釈剤（溶剤）と混合させる
。そして、蓋１０を適所に押し込み、カラー１１を固く下方にねじ込むことにより蓋１０
を適所に保持する。
【００８８】
　そして、スプレーガン１を図１に示すその通常の動作位置から逆転させることにより、
貯蔵器２を、塗料がこぼれないように直立位置でスプレーガン１に与えることができる。
そして、貯蔵器２は、上述したように押してねじるかまたは押す動作によりスプレーガン
１に固定される。
【００８９】
　そして、スプレーガン１は、通常の方法で使用するためにその通常の動作位置まで戻す
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ことができる。貯蔵器から塗料が出されるに従い、ライナ９は、基端９ａから蓋１０に向
かって軸方向に潰れる。容器８の基端にある通気孔８ａにより、ライナ９が潰れるに際に
容器８に空気が入る。ライナ９の側壁９ｂは、ライナ９が潰れる際に不規則な制御されな
い方法で内側に折り重なる。
【００９０】
　使用後、スプレーガン１を清掃する場合、スプレーガン１を図１に示すその動作位置か
ら逆転させることができる。送気管を分離し、引金６を短く作動させてスプレーガン１内
の塗料が貯蔵器２のライナ９内に再び排出されるようにする。そして、上述したようにス
プレーガン１から貯蔵器２を取り除く。
【００９１】
　理解されるように、ガン１と貯蔵器２とにおける一体構造により、簡単な動作で貯蔵器
２をガン１に取り付けかつガン１から脱着することができる。このように、使用者の側で
は最小限の手先の器用さで、装置を迅速かつ容易に組み立てかつ分解することができる。
また、塗料を収容する貯蔵器２をガン１に接続する際に塗料がこぼれる危険性が低減され
る。さらに、別個のアダプタなしに、かつガン１が使用できなくなるように誤用によって
破損するかまたは塗料の堆積物により閉塞する可能性のあるねじ山の係合なしに、貯蔵器
２をガン１に脱着可能に固定することができる。
【００９２】
　貯蔵器２は、カラー１１を取り除き潰れたライナ９とともに蓋１０を引き出すことによ
りスプレーガン１から分離されたときに分解可能となる。コネクタ管１５をたとえば脱着
可能なクロージャキャップ（図示せず）で密封することにより、ライナ９に残っている塗
料を短期間保管してもよい。そして、蓋／ライナアセンブリは、容器８およびカラー１１
と再度組み立てて残りの塗料を使用するために、スプレーガン１に再度取り付けることが
できる。
【００９３】
　蓋／ライナアセンブリは、容器８から取り除かれると比較的壊れ易く、取扱いを誤ると
ライナ９と蓋１０とが分離し易い。したがって、一般に未使用の塗料は数時間の保管しか
実際的ではなく、長期間の保管が必要な場合は未使用の塗料を別の容器に移させなければ
ならない。
【００９４】
　すべての塗料が使用された場合、または残りの塗料がそれ以上必要とされない場合、蓋
１０（フィルタ１９を含む）と潰れたライナ９とを破棄して、容器８とカラー１１とを清
浄にかつ新しいライナ９および蓋１０ですぐに再使用できるようにすることができる。こ
のようにすれば、スプレーガン１のみを清掃すればよい。その結果、清掃するために使用
する溶剤の量を低減させることができる。
【００９５】
　ここで図７および図８を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定する別の
構成が示されている。便宜上、１００番代の同様の参照数字を用いて、先の実施形態に対
応する部分を示す。
【００９６】
　本実施形態では、先の実施形態のフック部材が省略されており、貯蔵器１０２は、貯蔵
器１０２のコネクタ管１１５とスプレーガン１０１のソケット１２１との間の締まりばめ
によりスプレーガン１０１に離脱可能に固定される。
【００９７】
　図示するように、貯蔵器１０２の蓋１１０のコネクタ管１１５は、遠位端に向かってテ
ーパ加工された円錐形状であり、コネクタボス１２０のソケット１２１は、ソケット１２
１において管１１５が締まりばめするために円錐状のテーパ加工された形状である。この
ようにして、貯蔵器１０２は、押込ばめによりガン１０１に固定される。
【００９８】
　管１１５の締まりばめは、ソケット１２１との流体密封シールを提供する。望ましい場
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合、管１１５またはソケット１２１の溝に、それらの間のシールを強化するために１つま
たは複数の密封リング（図示せず）を配置しても良い。そのまたは各密封リングを、同様
にソケット１２１における管１１５の保持を促進する管１１５の押込ばめによって加圧す
る。
【００９９】
　そのほかの点では、貯蔵器１０２の構造は、概して先の実施形態に類似しており、これ
以上説明することなくその説明から理解されよう。
【０１００】
　ここで図９および図１０を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定するさ
らに別の構成が示されている。便宜上、２００番代の参照数字を用いて、先の実施形態に
対応する部分を示す。
【０１０１】
　本実施形態では、図１～図６の実施形態のフック部材が省略されており、貯蔵器が、貯
蔵器のコネクタ管２１５とスプレーガン２０１のソケット２２１とにおける協働する差込
構造により、スプレーガン２０１に離脱可能に固定される。
【０１０２】
　図示するように、コネクタ管２１５の遠位端には、差込接続の一方の部分を形成する対
向する外側に延在するラグ２５０が設けられている。スプレーガン２０１のコネクタボス
２２０の内部には、差込接続の他方の部分が形成されている。より詳細には、ソケット２
２１の内壁に、ボス２２０の外側自由端から軸方向に延在し円周方向の溝２５２の内部肩
部２３３で終端する、対向する内側に面する溝２５１が形成される。
【０１０３】
　このように、ラグ２５０を軸方向の溝２５１に位置合せし、管２１５の遠位端が肩部２
３３に接するまでコネクタ管２１５をソケット２２１内に押し込むことにより、貯蔵器を
スプレーガン２０１に固定する。そして、ラグ２５０が円周方向の２５２内に位置するよ
うに貯蔵器を回転させる。このようにして、貯蔵器はラグ２５０によって保持される。貯
蔵器は、逆の操作によってスプレーガン２０１から脱着可能である。
【０１０４】
　そのほかの点では、貯蔵器の構造は、概して先の実施形態に類似しており、これ以上説
明することなく本記載から理解されよう。
【０１０５】
　まず添付図面の図１１および図１２を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に
固定する別の構成が示されている。便宜上、３００番代の参照数字を用いて、先の実施形
態に対応する部分を示す。
【０１０６】
　本実施形態では、スプレーガン３０１に、スプレーガン本体３０３と一体的な外部コネ
クタボス３２０が設けられている。コネクタボス３２０は、本体３０３の上部から上方に
延在し、使い捨てライナ３０９とライナ３０９のための外側容器３０８との開放端を受容
するような形状を有するソケット３２１を画定する拡大環状頭部３６０を有する。
【０１０７】
　ライナ３０９のリム３１２は、ライナの側壁３０９ｂとソケットの対向する側壁３２１
ｂとの間に環状隙間ギャップ３６２を有するソケット３２１内の環状シート３６１上に位
置する。
【０１０８】
　ソケット３２１の側壁３２１ｂは、平坦であり、ソケット３２１の基部に向かってわず
かにテーパを有している。ライナ３０９のリム３１２をシート３６１と容器３０８の開放
端との間に固定するために、外側容器３０８の開放端が隙間ギャップ３６２に押込ばめさ
れることにより、ライナ３０９は適所に保持される。容器３０８は、ソケット３２１のテ
ーパ加工された側壁３２１ｂと摩擦係合することによって保持され、ライナ３０９とソケ
ット３２１との間の流体密封シールを確実にする。
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【０１０９】
　シート３６１の内側では、ソケット３２１の基部は、円錐形状であるとともに、ソケッ
ト３２１より直径が小さい内径３２４への中央開口に向かってテーパを有し、それにより
、貯蔵器３０２からスプレーガン３０１に塗料を供給するための入口が提供される。この
ようにして、塗料は入口に向かって流れ、塗料が滞留する可能性のあるデッドスペースが
回避される。
【０１１０】
　内孔３２４は、任意の固体粒子を除去するために貯蔵器から引き出される塗料をフィル
タリングするための取外し可能フィルタ（図示せず）を有してもよい。別法として、また
はさらに、塗料を、貯蔵器３０２に加える際にフィルタリングしてもよい。
【０１１１】
　使用時、外側容器３０８を、その基部の上に直立して立たせることができ、ライナ３０
９を、リム３１２を開放端上に配置するように開放端に挿入することができる。噴霧され
る塗料または他の液体を、ライナ３０９に加えそこで混合してもよい。
【０１１２】
　そして、ライナ３０９および容器３０８のアセンブリを、ガン３０１を逆転した位置で
ソケット３２１に与えることができ、その際、ソケット３２１は下方に面しており、アセ
ンブリの開放端をソケット３２１内に押し込むことにより外側容器３０８を固定しソケッ
ト３２１に対してライナ３０９を密封する。
【０１１３】
　そして、ライナ３０９および容器３０８がソケット３２１における容器３０８の摩擦係
合により適所に保持されるようにして、ガン３０１を、噴霧するためにその通常の直立位
置まで逆転させることができる。ライナ３０９は、塗料が引き出される際に潰れ、空気が
、容器３０８の底部の通気孔３０８ａを通して容器３０８の内部に入る。
【０１１４】
　噴霧が完了すると、ライナ３０９および容器３０８のアセンブリをガン３０１から脱着
することができ、ライナ３０９を捨てることができる。新たなライナ３０９を容器３０８
に取り付けることができ、別の塗料または液体を噴霧するためにガン３０１の塗料で汚れ
た部分を清掃した後にアセンブリをガン３０１に再度取り付けることができる。
【０１１５】
　噴霧後にライナ３０９に塗料が残っている場合、ライナ３０９の開放端を閉鎖するため
にキャップ（図示せず）を取り付けることにより、その残っている塗料をライナ３０９内
に一時的に保管してもよい。キャップを取り除くことができ、ライナ３０９および容器３
０８のアセンブリを、その塗料を使用するためにスプレーガン３０１に再度取り付けるこ
とができる。
【０１１６】
　ここで理解されるように、ライナ３０９の開放端を受容するようにソケット３２１によ
りスプレーガン３０１にコネクタボス３２０を形成することにより、かつ外側容器３０８
を使用してソケット３２１における押込ばめによりライナ３０９を固定することにより、
コネクタボス３２０は、貯蔵器３０２の蓋を効果的に形成する。
【０１１７】
　このように、部品の数が低減し、貯蔵器３０２の組立ておよびスプレーガン３０１への
接続が簡略化する。また、噴霧が完了すると、ライナ３０９のみを捨てて交換すればよく
、エンドユーザにとってはコスト削減になり得る。
【０１１８】
　図１３に示す変更態様では、外側容器３０８は、両端が開放した管状スリーブ３７０に
置換され、長さの異なるライナ３０９ａ、３０９ｂ、３０９ｃ、３０９ｄが共通のコネク
タスリーブ３７０に固定される。このように、同じコネクタスリーブ３７０に適当なサイ
ズのライナ３０９ａ、３０９ｂ、３０９ｃ、３０９ｄを選択し取り付けることにより、噴
霧される面積に従って貯蔵器３０２の容量を変更することができ、それにより、ある範囲
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の容量を有する貯蔵器を取り付けるために必要な部品の数が低減する。
【０１１９】
　スリーブ３７０は、スリーブ３７０内に完全にまたは部分的に収容されるライナ３０９
とともに使用可能である。従って図１３において、スリーブ３７０は、ライナ３０９ａ、
３０９ｂ、３０９ｃの各々より長く示されており、それにより、各ライナ３０９ａ、３０
９ｂ、３０９ｃは、スリーブ３７０によりその長さの全体に亙って保護され支持される。
しかしながら、これは必須ではなく、スリーブ３７０はまた、図１３においてライナ３０
９ｄより短く示されてもおり、それによりライナ３０９ｄは、スリーブ３７０の自由端か
ら突出しスリーブ３７０によってその長さの一部のみに亙って保護され支持される。
【０１２０】
　貯蔵器３０２をコネクタボス３２０に離脱可能に固定するために、ソケット３２１およ
び容器３０８に任意の適当な非ねじ込み式コネクタを設けてもよいことが理解されよう。
たとえば、ソケット３２１および容器３０８に、協働する差込構造または協働するスナッ
プ係合可能構造を設けてもよい。
【０１２１】
　さらに、コネクタボス３２０を使用して、ライナ３０９を有していないスプレーガン３
０１に貯蔵器を取り付けてもよいことが理解されよう。たとえば、外側容器３０８は、塗
料が引き出される際に空気が入るように開口可能な通気孔が設けられた堅固な基部を有し
てもよい。
【０１２２】
　ここで添付図面の図１４～図１７を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固
定する別の構成が示されている。便宜上、４００番代の同様の参照数字を用いて、先の実
施形態に対応する部分を示す。
【０１２３】
　本実施形態では、スプレーガン４０１には、ソケット４２１の形状の一体コネクタボス
４２０と、ソケット４２１に受容される別個の脱着可能なインサート４８０と、が設けら
れている。
【０１２４】
　実施形態によっては、インサート４８０は、押込ばめによってソケット４２１内に離脱
可能に固定されるプラスチック成形物であり、外端においてソケット４２１のリムに位置
する環状フランジまたはカラー４８１を有する。インサート４８０は、摩擦により適所に
保持される。
【０１２５】
　しかしながら、インサート４８０を離脱可能に固定するために任意の適当な非ねじ込み
式手段が設けられてもよいことが理解されよう。たとえば、ソケット４２１およびインサ
ート４８０に、協働する差込構造またはスナップ式係合可能構造を設けてもよい。
【０１２６】
　インサート４８０は、嵌合アダプタ４８５の一端にある相補的な外部ねじ山４８４が係
合する内部ねじ山４８３を有する貫通孔４８２を有する。アダプタ４８５は、貫通孔（図
示せず）を有し、他端に、貯蔵器４０２をスプレーガン４０１に離脱可能に固定するため
に貯蔵器４０２のフック部材４１６、４１７と協働する外部フランジ４２２を有する。
【０１２７】
　フランジ４２２およびフック部材４１６、４１７は、図５および図６に示す部分に類似
しており、それにより、貯蔵器４０２を、上述したようにスプレーガン４０１に取り付け
かつスプレーガン４０１から脱着することができる。
【０１２８】
　しかしながら、貯蔵器４０２をスプレーガン４０１に離脱可能に固定するために、貯蔵
器４０２およびアダプタ４８５に、任意の適当な相補的な協働する構造（たとえば、協働
する差込構造またはスナップ式係合可能構造）を設けてもよいことが理解されよう。別法
として、貯蔵器４０２およびアダプタ４８５は、協働するねじ山を有してもよい。
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【０１２９】
　明らかなように、インサート４８０により、ソケット４２１は、貯蔵器４０２を取り付
けるためのねじ込み部材を受容するように変える。本実施形態では、ねじ込み部材は、貯
蔵器４０２が離脱可能に固定される別個のアダプタ４８５である。しかしながら、これは
必須ではなく、ねじ込み部材は、アダプタ４８５を必要とすることなくインサート４８０
に直接ねじ込まれる貯蔵器の出口であってもよいことが理解されよう。
【０１３０】
　インサート４８０は、別個の部品であり、貯蔵器をスプレーガン４０１に接続するため
にねじ込み接続が必要でない場合はソケット４２１から取り除くことができる。このよう
に、ソケット４２１を、インサート４８０をソケット４２１から取り除くことにより貯蔵
器に非ねじ込み式に接続することができ、あるいはインサート４８０をソケット４２１内
に配置することにより貯蔵器にねじ込み式に接続することができる。
【０１３１】
　本実施形態では、アダプタ４８５は、ソケット４２１内のインサート４８０にねじ込ま
れる。このように、インサート４８０によりアダプタ４８５をねじ込み係合することによ
り、インサート４８０とソケット４２１との間の摩擦係合を強化させることができる。そ
の結果、貯蔵器４０２を流体密封で固定することができ、それにより、使用時にスプレー
ガン４０１が操作される際に貯蔵器４０２がスプレーガン４０１から不注意に分離する危
険性が低減する。
【０１３２】
　ここで添付図面の図１８および図１９を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに離脱可能
に固定する図１１および図１２の構成に対する変更態様が示されている。便宜上、５００
番代の数字を用いて、対応する部分を示す。
【０１３３】
　本実施形態では、コネクタボス５２０の拡大環状頭部５６０に、内部ねじ山５９０が設
けられており、貯蔵器５０２の外側容器５０８は、相補的な外部ねじ山５９１を有する。
このように、外側容器５０８を頭部５６０内にねじ込むことにより、頭部５６０に対して
流体密封でライナ５０９を固定することができる。
【０１３４】
　外側容器５０８は、図１３に関して上述したように、貯蔵器５０２の容量を変化させる
ように異なる長さのライナを取り付けるために開放端スリーブ（図示せず）に置換されて
もよい。別法として、ライナ５０９を省略してもよく、外側容器５０８の基部に開放可能
な通気口を設けてもよい。このように、液体を、スプレーガン５０１に取り付ける容器５
０８に直接加えてもよい。
【０１３５】
　理解されるように、コネクタボス５２０の拡大頭部５６０は、貯蔵器５０２の開放端の
ための蓋を形成し、それにより部品の数が低減し、貯蔵器５０２をスプレーガン３０１に
簡単に接続することが容易になる。
【０１３６】
　図示しない変更態様では、頭部５６０の内部ねじ山５９０を、外部ねじ山と置き換えて
もよく、外側容器５０８を、内部ねじ山および同心の内部スリーブまたはスカートを有す
る環状ロックリングまたはカラーと置き換えてもよい。内部スリーブは、内部ねじ山から
間隔をあけて配置され、ライナ５０９をソケット５２１内に固定し保持するためにカラー
が頭部上にねじ込まれたときに、頭部５６０とライナ５０９との間の隙間ギャップに受容
される。
【０１３７】
　図示しない別の変更態様では、拡大頭部３６０、５６０を有する入口コネクタ３２０、
５２０は、スプレーガン３０１、５０１に離脱可能に固定する別個の部品であってもよく
、本発明は、貯蔵器をスプレーガンに取り付けるためのかかるコネクタを提供する。
【０１３８】
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　ここで、添付図面の図２０～図５２を参照すると、貯蔵器をスプレーガンに固定するさ
まざまな構成が示されている。貯蔵器およびスプレーガンの構造および操作の他の詳細は
、先の実施形態と同様であり、それ以上説明も例示もしない。以下の説明において適当な
場合は、６００、７００、８００、９００、１００および１１００番代の参照数字を用い
て、先の実施形態の部分に類似する部分とともに対応する部分を示す。
【０１３９】
　まず図２０を参照すると、重力供給式スプレーガンの本体６０３における非ねじ込み式
のソケット６２１が示されている。ソケット６２１は、内部環状肩部６２１ｃによって接
続された円柱状の外側内孔部６２１ａと円柱状の内側内孔部６２１ｂとを有する。内側内
孔部６２１ｂは、外側内孔部６２１ａより直径が小さい。ソケット６２１の底部には、密
封面６２１ｄがあり、その目的については後述する。
【０１４０】
　ソケット６１２の上に間隔が空けられて、ガン本体６０３と一体的な放射状のラグ６８
６が配置されている。ラグ６８６は、ソケット６２１の円周の一部に亙って延在し、外側
内孔部６２１ａの周辺縁から奥まっている。
【０１４１】
　ここで図２１～図２４を参照すると、ソケット６２１が塗料貯蔵器を取り付けるための
ねじ込み式コネクタ（図示せず）を受容できるようにするための、ソケット６２１を取り
付けるプラスチック成形されたインサート６８０、たとえばナイロンインサート６８０が
示されている。ねじ込みコネクタは、貯蔵器の一体的部分であってもよく、または貯蔵器
が離脱可能に接続される別個の部分であってもよい。
【０１４２】
　インサート６８０は、プラスチック成形物、たとえばナイロン成形物であり、一端に、
スパナまたは同様の工具と係合する外部六辺形フランジ６８７が設けられた管状本体を有
する。インサート６８０は、フランジ６８７から垂下し外部環状肩部６８０ｃにより直径
が小さくなった円柱状の下部本体部６８０ｂに接続された、円柱状の上部本体部６８０ａ
を有する。
【０１４３】
　下部本体部６８０ｂは、ソケット６２１内に流体密封シールを提供するように内孔部６
２１ｂにおいて締まりばめされるように寸法が決められている。上部本体部６８０ａは、
上部内孔部６２１ａに締まりばめされるように寸法が決められていてもよいが、後述する
ようにインサート６８０のソケット６２１への挿入を容易にするように密接嵌合すること
がより好ましい。
【０１４４】
　上部本体部６８０ａには、上部本体部６８０ａの円周の周りをおよそ１８０度に亙って
延在する不等辺四辺形部の上部および下部放射状突起６８０ｄ、６８０ｅが設けられてい
る。図示するように、上部突起６８０ｄはまた螺旋形状であり、下部突起６８０ｅは肩部
６８０ｃに完全に平行である。本実施形態では、突起６８０ｄのピッチはおよそ３ｍｍで
あるが、それは必須ではなく、ピッチを任意の所与の用途に適合するように変更してもよ
いことが理解されよう。
【０１４５】
　インサート６８０は、内部肩部６８８ｃによって直径がより小さい下部非ねじ込み部６
８８ｂに接続された上部ねじ込み部６８８ａを有する貫通孔６８８を有する。肩部６８８
ｃは、塗料貯蔵器を固定するために上部内孔部６８８ａとのねじ込み接続の係合を制限す
る内部止め具を提供する。
【０１４６】
　使用時、まず、突起６８０ｄ、６８０ｅの２つの端部の間の、上部本体部６８０ａの円
周の周りをおよそ１８０度に亙って延在するギャップ６８９が、ガン本体６０３の放射状
のラグ６８６と位置合せされるように方向付けられることによって、インサート６８０が
ソケット６２１内に配置される。そして、インサート６８０を、フランジ６８７から最も
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遠い上部突起６８０ｄの端部がラグ６８６の下に配置されるまでソケット６２１内に押し
込むことができる。
【０１４７】
　そして、たとえばフランジ６８７をスパナに位置合せすることにより、インサート６８
０を回転させて、図２５に示すように上部突起６８０ｄをラグ６８６の下面と係合させる
ことができる。上部突起６８０ｄが螺旋形状であることにより、インサート６８０が回転
する際にラグ６８６と協働可能な傾斜面が提供される。
【０１４８】
　その結果、下部突起６８０ｅがソケット６２１の周縁の周りでガン本体６０３と係合す
るまで、インサート６８０をさらにソケット６２１内に移動させる。これにより、インサ
ート６８を完全に１回転させる必要がない。ラグ６８６の下面は、突起６８０ｄと同様の
ピッチを有する螺旋形状であってもよく、それにより突起６８０ｄをラグ６８６の下面と
係合させることによってインサート６８０の軸方向の移動が促進される。
【０１４９】
　この時点で、ソケット６２１内においてガン本体６０３とインサート６８０との間に流
体密封シールを提供する内孔部６２１ｂにおける下部本体部６８０ｂの締まりばめが確実
になる。
【０１５０】
　また、インサート６８０を、適所においてロックし、ラグ６８６を突起６８０ｄ、６８
０ｅの端部の間の円周方向のギャップ６８９と再度位置合せさせるように反対方向に回転
させられるまで、ソケット６２１から軸方向に引き出されないようにする。
【０１５１】
　インサート６８０が適所に配置され固定されることにより、塗料貯蔵器を、インサート
６８０のねじ込まれた内孔部６８８ａへのねじ込み接続によりスプレーガンに固定するこ
とができる。必要であれば、フランジ６８７をスパナまたは他の適当な工具で握持するこ
とにより塗料貯蔵器がスプレーガンに取り付けられまたはスプレーガンから取り除かれる
間に、インサート６８０を適所に保持してもよい。ねじ込み式接続部は、貯蔵器の一体的
部分として提供してもよいし、または貯蔵器を離脱可能に接続することができる別個のア
ダプタにより提供してもよい。
【０１５２】
　理解されるように、下部突起６８０ｅは止め具を形成し、それにより、インサート６８
０のソケット６２１内への移動が制限され、インサート６８０が、インサート６８０を固
定しソケット６２１内の有効なシールを提供するために必要な程度を超えて回転すること
により破損することが防止される。さらに、突起６８０ｄ、６８０ｅをそれぞれラグ６８
６およびガン本体６０３に係合させることにより、コネクタを内孔６８８ａにねじ込む際
のインサート６８０の回転が防止される。
【０１５３】
　図５１に示す変更態様では、螺旋状の突起６８０ｄの上端に、軸方向の当接部６８０ｈ
が設けられる。当接部６８０ｈは、ラグ６８６に対するインサート６８０の回転を制限し
インサート６８０がソケット６２１内で固定される場合の過締付を防止するために、ラグ
６８６と協働可能な端部止め具を提供する。
【０１５４】
　別の変更態様（図示せず）では、ラグ６８６を、ソケット６２１の円周の周りにさらに
延在させ、それに対応してインサート６８０上の突起６８０ｄ、６８０ｅの長さを短くし
て、ラグ６８６が突起の端部間のギャップを通過することができるようにしてもよい。
【０１５５】
　別の変更態様（図示せず）では、突起６８０ｅがラグ６８６との係合によりインサート
６８０のソケット６２１内への軸方向の移動を制限する止め具として再度作用するように
して、ラグ６８６が突起６８０ｅ、６８０ｄの間に受容されるように、突起６８０ｅを突
起６８０ｄの上方に配置してもよい。別法としてまたはさらに、上述したように螺旋状の
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突起６８０ｄに端部止め具を設けることにより、インサート６８０のラグ６８６に対する
回転を制限してもよい。別法として、突起６８０ｄ、６８０ｅの上面と下面との間のギャ
ップを、ラグ６８６に対するインサート６８０の回転を制限するために十分に低減しても
よい。
【０１５６】
　ここで図２６～図２９を参照すると、上述したインサート６８０に概して類似する別の
プラスチック成形されたインサート７８０が示されている。
【０１５７】
　図示するように、インサート７８０は、一端に環状フランジ７８７と、上部本体部７８
０ａに、上述したようにガン本体６０３の放射状のラグ６８６と協働する螺旋状の突起７
８０ｄと、を有する。下部突起７８０ｅは省略されており、下部本体部７８０ｂは、長さ
が増大し、ソケット６１２におけるインサート７８０の挿入を容易にするように内側内孔
部６２１ｂにおいて締まりばめではなく密接嵌合する。
【０１５８】
　使用時、インサート７８０を、ラグ６８６を突起７８０ｄの両端部の間の円周方向のギ
ャップ７８９と位置合せすることによりソケット６２１内に挿入し、上述したように突起
７８０ｄがガン本体６０３上のラグ６８６の下に位置するように回転させる。そして、フ
ランジ７８７を適当な工具に係合させることにより、または塗料貯蔵器（図示せず）のた
めのコネクタをインサート７８０内にねじ込む場合に、インサート７８０を回転させるこ
とができる。
【０１５９】
　回転中、インサート７８０の内端における密封面７８０ｆがソケット６２１の底部にお
ける密封面６２１ｄ（図２０）と接触するまで突起７８０ｄをラグ６８６の下面と係合さ
せることにより、インサート７８０をソケット６２１内に軸方向に移動させる。
【０１６０】
　密封面７８０ｆを、インサート自体、たとえば同じかまたはより柔軟なプラスチックの
インサート７８０と一体的に成形されたリップによって提供してもよく、またはインサー
トの端壁に位置するシール、たとえばゴム製Ｏリング（図示せず）によって提供してもよ
い。同様に、密封面６２１ｄを、ガン本体６０３自体、たとえば内部当接肩部によって提
供してもよく、またはソケット６２１の底部に位置するシール、たとえばナイロン密封リ
ングまたは座金によって提供してもよい。
【０１６１】
　変更態様（図５２）では、螺旋状の突起７８０ｄの上端に、軸方向の当接部７８０ｈが
設けられており、それは、ラグ６８６に対するインサート７８０の回転を制限しインサー
ト７８０の過締付を防止するために、ラグ６８６と協働する端部止め具を提供する。別の
変更態様（図示せず）では、下部本体部７８０ｂが内側内孔部６８８ｂにおいて締まり嵌
合することにより、ソケット６２１の底部において密封面６２１ｄを係合させることなく
流体密封シールを提供してもよい。
【０１６２】
　上述した実施形態では、螺旋状の突起６８０ｄ、７８０ｄのピッチは３ｍｍであり、ラ
グ６８６上の協働する面も同様のピッチを有する。しかしながらこれは必須ではなく、任
意の適当なピッチを採用してもよい、ということが理解されよう。さらに、螺旋状の突起
６８０ｄ、７８０ｄと、設けられる場合は止め突起６８０ｅが、およそ１８０度に亙って
延在することにより、ラグ６８６の通路のために円周方向におよそ１８０度のギャップ６
８９を残すが、これもまた必須ではなく、結果としてのギャップがラグ６８６が通過する
ために十分な寸法である場合は、突起６８０ｄ、６８０ｅ、７８０ｄの円周方向の広がり
を変更してもよい、ということが理解されよう。
【０１６３】
　ここで図３０～図３４を参照すると、塗料貯蔵器を固定するためのねじ込み式コネクタ
がソケット６２１に係合できるようにするために使用可能な、別のプラスチック成形され
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たインサート８８０が示されている。
【０１６４】
　図示するように、インサート８８０は、一端に環状フランジ８８７を有し、それには、
ガン本体６０３のラグ６８６を受容する寸法および形状の切欠８８７ａが設けられている
。上部本体部８８０ａから先の実施形態の螺旋状の突起と止め突起とが省略されており、
下部本体部８８０ｂは、流体密封シールを提供するように内側内孔部６２１ｂにおいて締
まり嵌合するように寸法が決められている。
【０１６５】
　使用時、インサート８８０を、ガン本体６０３のラグ６８６と位置合せされた切欠８８
７ａと位置決めする。そして、図３４に示すように、フランジ８８７がガン本体６０３の
ソケット６２１の周りに着座しラグ６８６が切欠８８７ａに受容されるまで、インサート
８８０を、ソケット６２１内に軸方向に挿入する。そして、貯蔵器を固定するねじ込みコ
ネクタが、ラグ６８６を切欠８８７ａに係合させるためにインサート８８０にねじ込まれ
る時に、インサート８８０がガン本体６０３に対して回転しないようにする。
【０１６６】
　理解されるように、先の実施形態とは異なり、インサート８８０は、ラグ６８６と係合
することによって軸方向に保持されるのではなく、インサート８８０を流体密封によって
シールしかつ保持するために、ソケット６２１におけるインサート８８０の締まりばめを
利用する。貯蔵器を固定するねじ込み式コネクタを適所にねじ込む場合に上部本体部８８
０ａが広がるようにインサート８８０を形成することにより、締まりばめを強化できる。
【０１６７】
　ここで図３５～図３９を参照すると、塗料貯蔵器を固定するためのねじ込みコネクタが
ソケット６２１に係合できるようにするために使用可能な、別のプラスチック成形された
インサート９８０が示されている。
【０１６８】
　フランジ９８７には、切欠９８７ａが設けられており、対向する平面部９８７ｂもまた
形成されている。切欠９８７ａは、円周方向においてラグ６８６より広い。その結果、イ
ンサート９８０を、ソケット６２１に挿入された時に限られた程度まで回転させることが
でき、平面部９８７ｂにより、貯蔵器を固定するねじ込みコネクタがインサート９８０内
にねじ込まれた時にインサート９８０が回転しないように、インサート９８０を工具を用
いて保持することができる。
【０１６９】
　ここでもまた、インサート９８０は、ラグ６８６との係合によって軸方向に保持される
のではなく、インサート９８０を流体密封によりシールするとともに保持するために、ソ
ケット６２１におけるインサート９８０の締まり嵌合を利用する。ここでもまた、貯蔵器
を固定するねじ込みコネクタが適所にねじ込まれた時に上部本体部９８０ａが広がるよう
にインサート９８０を形成することによって、締まりばめを強化することができる。
【０１７０】
　ここで図４０～図４４を参照すると、インサート９８０に対する変更態様が示されてお
り、そこでは、下部本体部９８０ｂに、一対の軸方向に間隔が空けられた環状密封リブ９
８０ｄ、９８０ｅが設けられている。リブ９８０ｄ、９８０ｅは、円周方向に連続してお
り、インサート９８０がソケット６２１内に配置されると、内側内孔部６２１ｂとの流体
密封シールを提供する。
【０１７１】
　密封リブ９８０ｄ、９８０ｅの数および構成を、図示するものから変更してもよく、本
明細書で説明するインサート６８０、７８０、８８０、９８０の任意のものに、ソケット
６２１においてインサートを密封する１つまたは複数の密封リブを設けてもよいことが理
解されよう。
【０１７２】
　ここで明らかとなるように、上述したインサート６８０、７８０、８８０、９８０の各
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々は、ガン本体６０３における非ねじ込み式６２１を、別個の塗料貯蔵器を固定するため
にねじ込みコネクタを受容できるようにする。しかしながら、貯蔵器の出口注ぎ口を、イ
ンサートの各々に対して同様に、貯蔵器をガン本体のソケットに直接接続することができ
るように適合させてもよいことが理解されよう。
【０１７３】
　注ぎ口と貯蔵器とを、別個に形成し、たとえば溶接することにより互いに固定してもよ
く、あるいは、たとえばモールディングにより一体的に形成してもよい。図４５～図４７
は、一端にソケット６２１と接続するための一体注ぎ口１０１５と、反対の端に貯蔵器１
００２に流体を加えるための取外し可能な蓋１０９０とが設けられた、成形されたプラス
チック貯蔵器１００２を示す。蓋１０９０には、環状シール１０９１と取外し可能なプラ
グ１０９３によって閉鎖された空気口１０９２とが設けられている。
【０１７４】
　図示するように、注ぎ口１０１５は、ガン本体６０３のラグ６８６と協働する螺旋状の
突起１０８０ｄが設けられた円柱部１０８０ａを有する。円柱部１０８０ａは、ソケット
６２１の外側内孔部６２１ａにおいて隙間ばめされる外部ねじ込み部１０８０ｇに至り、
その後、ソケット６２１の内側内孔部６２１ｂに受容される円柱部１０８０ｂに至る。
【０１７５】
　ラグ６８６を螺旋状の突起１０８０ｄの両端部の間のギャップ１０８９に位置合せして
、注ぎ口１０１５をソケット６２１内に挿入することにより、上述したインサート７８０
と同様の方法で、貯蔵器１００２がガン本体６０３に固定される。そして、貯蔵器１００
２を、螺旋状の突起１０８０ｄをラグ６８６の下面と係合するように回転させ、密封面１
０８０ｆが内端においてソケット６２１の対向する密封面と接触してそれと流体密封シー
ルを形成するまで、注ぎ口１０１５をソケット６２１内に移動させる。
【０１７６】
　変更態様（図示せず）では、円柱部１０８０ｂは、内側内孔部６２１ｂ内で締まり嵌合
することにより、インサート６８０と同様に流体密封シールを提供する。別法として、円
柱部１０８０ｂに１つまたは複数の密封リブを設けることにより、インサート９８０と同
様に内側内孔部６２１ｂとの流体密封シールを提供してもよい。
【０１７７】
　円柱部１０８０ａに、注ぎ口１０１５のソケット６２１内への挿入を制限する止め具を
提供する、インサート６８０と同様の第２の突起を設けてもよい。別法としてまたはさら
に、螺旋状の突起１０８０ｄの上端に軸方向の当接部を設けることにより、ラグ６８６に
対するインサートの回転を制限する端部止め具を提供してもよい。
【０１７８】
　ねじ込み部１０８０ｇにより、貯蔵器１００２を、ガン本体にまたはガン本体に取り付
けられたアダプタにねじ込みソケットが設けられたスプレーガンに接続することができる
。ねじ込み部１０８０ｇを省略してもよいことが理解されよう。
【０１７９】
　別の構成では、貯蔵器に、蓋等の別個の脱着可能部を設けてもよく、注ぎ口と蓋とを別
個に形成して互いに固定してもよく、あるいは一体的に形成してもよい。図４８～図５０
は、図１～図６に関して上述したタイプの貯蔵器（図示せず）のための成形されたプラス
チック蓋１１１０を示す。
【０１８０】
　図示するように、蓋１１１０に、ソケット６２１に接続するための一体注ぎ口１１１５
が設けられている。注ぎ口１１１５は、上述した貯蔵器１００２の一体注ぎ口１０１５と
同様であり、構造および動作は、注ぎ口１０１５の上述した説明から理解されよう。
【０１８１】
　上述した実施形態は、本発明が、ねじ山を使用しないスプレーガンと一体的なコネクタ
手段により貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定する迅速嵌合接続を提供する方法を例
示する。
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【０１８２】
　また、迅速嵌合接続により、貯蔵器を完全に１回転させる必要のない単純な押してねじ
る動作により、塗料を収容する貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定することができ、
塗料がこぼれる危険性が低減する。
【０１８３】
　本明細書で説明する例示的な実施形態は、本発明の種々の範囲および適用を例示するこ
とが意図されており、実施形態の特徴を別々に採用しても同じかまたは異なる実施形態の
他の任意の特徴と組み合わせて採用してもよい、ということが理解されよう。
【０１８４】
　さらに、説明し例示した例示的な実施形態は、目下出願人に既知である最良の手段を表
すものと考えられるが、本発明はそれらに限定されず、本明細書で概略的に説明した本発
明の精神および範囲内でさまざまな変更および改良を行うことができる、ということが理
解されよう。
【０１８５】
　たとえば、出口注ぎ口がソケットに直接接続されるように構成される場合、接続に弁シ
ステムを組み込んでもよく、それにより、注ぎ口を接続する際に、貯蔵器からスプレーガ
ンへの流体の流れを促進するために遮断装置を開放するようにしてもよい。遮断装置を、
ソケットの出口の挿入および／または回転に応じて開放し貯蔵器を分離する際に反対の操
作で閉鎖してもよい。
【０１８６】
　貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定する他の構成は、当業者には明らかとなろう。
たとえば、ソケットを、ガンの本体に埋め込み、貯蔵器のコネクタ管を受容するように構
成してもよい。貯蔵器およびスプレーガンに、貯蔵器およびスプレーガンに複数のねじ山
を採用することなく貯蔵器をスプレーガンに離脱可能に固定する任意の適当な相互係合可
能構造を設けてもよい。
【０１８７】
　また、インサートの各々を、貯蔵器をインサートに固定するために他の任意の接続シス
テムを使用して貯蔵器を取り付けるようにソケットを変えるように構成してもよい、とい
うことも理解されよう。たとえば、図９に示すようにインサートおよび貯蔵器に相互係合
可能な差込構造を設けてもよい。別法として、図５および図６に示すように、インサート
および貯蔵器の一方にフランジを設け、他方にフランジと係合可能な少なくとも１つのフ
ック部材を設けてもよい。別法として、２００３年４月５日に出願された本出願人による
同時係属英国特許出願第０３０７９０２．７号明細書において述べられているように、イ
ンサートおよび貯蔵器の一方にフランジを設け、他方に、フランジと係合しソケットに対
する貯蔵器の流体密封での回転を可能にする少なくとも１つのばね脚部を設けてもよい。
【０１８８】
　貯蔵器は、スプレーガンに供給される塗料を収容する任意の構造であってもよい。たと
えば、貯蔵器は、上述したように噴霧が完了すると捨てられる崩壊可能な容器に塗料を収
容してもよい。別法として、貯蔵器は、噴霧が完了すると清掃される再使用可能な塗料ポ
ットに塗料を収容してもよい。
【０１８９】
　貯蔵器を、スプレーガンに取り付けられている貯蔵器に塗料を加えることができるよう
に構成してもよい。このように、貯蔵器を、スプレーガンから脱着することなく補充して
もよく、それにより、貯蔵器が保持することができる塗料の容量より多い容量を必要とす
る面積への噴霧が可能になる。その結果、貯蔵器を、スプレーガンの操作を容易にするコ
ンパクトな寸法および形状にすることができる。特に、低容量の補充可能な貯蔵器を採用
することにより、スプレーガンのバランス、安定性および操作性を向上させることができ
る。
【０１９０】
　貯蔵器を、噴霧される塗料で事前に充填してもよい。別法として、貯蔵器を空で提供し
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、エンドユーザが充填してもよい。事前充填は、たとえば下塗剤、ベースコート等、色の
特別な一致を必要としない標準色の塗料を噴霧する場合に有利である。
【０１９１】
　本発明は、スプレーガンと貯蔵器とに対し、ねじ山なしに嵌合可能な一体協働構造を提
供する。しかしながら、本出願人は、スプレーガンで使用するためにねじ込みコネクタボ
スを有する既存の塗料ポットを変えるアダプタプラグを提供することができる。かかるプ
ラグを、塗料ポットのコネクタボスにねじ込んでもよく、かかるプラグに、スプレーガン
の本体上の非ねじ込み構造と係合する構造を設けてもよい。このように、ねじ込みコネク
タボスを有する既存の塗料ポットを、本発明のスプレーガンと使用することができる。
【０１９２】
　スプレーガンは、本明細書で説明した重力供給式タイプであってもよい。あるいはスプ
レーガンは、吸引供給式タイプまたは圧力供給式タイプであってもよい。圧力供給式タイ
プは、圧縮空気源からのガンへの抽気ラインを採用することにより、貯蔵器からスプレー
ガンへの塗料の供給を促進する。本発明はまた、本明細書で定義されるような液体を噴霧
するスプレーガンの他のタイプおよび構造に適用してもよい。
【０１９３】
　他の変更態様および改良態様は、当業者には明らかとなろう。また、それらは、本発明
の範囲内にあるとみなされる。
【図面の簡単な説明】
【０１９４】
【図１】本発明を具体化する液体噴霧装置の斜視図である。
【図２】スプレーガンから分離した図１に示す貯蔵器の斜視図である。
【図３】図２に示す貯蔵器の縦断面図である。
【図４】貯蔵器から分離した図１に示すスプレーガンの斜視図である。
【図５】図１～図４に示すスプレーガンと貯蔵器との間の接続の詳細を示す組立分解斜視
図である。
【図６】明確にするために部品を取り除いたスプレーガンのコネクタボスの端面図である
。
【図７】本発明を具体化するスプレーガンと貯蔵器との間の代替接続の組立分解斜視図で
ある。
【図８】図７の組み立てた接続の断面図である。
【図９】本発明を具体化するスプレーガンと貯蔵器との間の別の接続の組立分解斜視図で
ある。
【図１０】図９に示すスプレーガンソケットの断面図である。
【図１１】本発明による代替的な一体コネクタを有するスプレーガンの斜視図である。
【図１２】図１１の一体コネクタに取り付けられた貯蔵器を示す拡大した断面図である。
【図１３】貯蔵器に対する変更を示す、図１２に類似する断面図である。
【図１４】本発明による一体コネクタと、貯蔵器を取り付けるためにねじ込みコネクタを
受容するようにコネクタを変える取外し可能なインサートと、を有するスプレーガンの斜
視図である。
【図１５】図１４に示すスプレーガンに接続されるねじ込みコネクタを示す斜視図である
。
【図１６】図１４および図１５に示すスプレーガンに接続される貯蔵器を示す斜視図であ
る。
【図１７】図１４に示すインサートとは別個の図１５のねじ込みコネクタを示すスプレー
ガンの一体コネクタとインサートとの断面図である。
【図１８】本発明の別の態様による図１１のコネクタに対する変更態様を示すスプレーガ
ンの斜視図である。
【図１９】図１８の一体コネクタに取り付けられる貯蔵器を示す拡大した断面図である。
【図２０】外部保持部構造が設けられた重力供給式スプレーガンの本体における入口ポー
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トの断面図である。
【図２１】図２０に示す入口ポートに対するインサートアダプタの斜視図である。
【図２２】図２１に示すインサートアダプタの平面図である。
【図２３】図２１に示すインサートアダプタの側面図である。
【図２４】図２１に示すインサートアダプタの断面図である。
【図２５】図２０に示すスプレーガン本体の入口ポートに取り付けられた図２１～図２４
のインサートアダプタを示す。
【図２６】図２０に示す入口ポートに対する代替インサートアダプタの斜視図である。
【図２７】図２６に示すインサートアダプタの平面図である。
【図２８】図２６に示すインサートアダプタの側面図である。
【図２９】図２６に示すインサートアダプタの断面図である。
【図３０】図２０に示す入口ポートに対する別のインサートアダプタの斜視図である。
【図３１】図３０に示すインサートアダプタの平面図である。
【図３２】図３１に示す矢印Ａの方向のインサートアダプタの側面図である。
【図３３】図３０に示すインサートアダプタの断面図である。
【図３４】図２０に示すスプレーガン本体の入口ポートに取り付けられた図３０～図３３
のインサートアダプタを示す断面図である。
【図３５】図２０に示す入口ポートに対する別のインサートアダプタの斜視図である。
【図３６】図３５に示すインサートアダプタの平面図である。
【図３７】図３６に示す矢印Ｂの方向のインサートアダプタの側面図である。
【図３８】図３６に示す矢印Ｃの方向のインサートアダプタの側面図である。
【図３９】図３５に示すインサートアダプタの断面図である。
【図４０】図２０に示す入口ポートに対する別のインサートアダプタの斜視図である。
【図４１】図４０に示すインサートアダプタの平面図である。
【図４２】図４１に示す矢印Ｄの方向のインサートアダプタの側面図である。
【図４３】図４１に示す矢印Ｅの方向のインサートアダプタの側面図である。
【図４４】図４０に示すインサートアダプタの断面図である。
【図４５】図２０のスプレーガンに接続するように適合された一体的注ぎ口を備えた貯蔵
器の斜視図である。
【図４６】図４５に示す貯蔵器の側面図である。
【図４７】図４５に示す貯蔵器の縦断面図である。
【図４８】図２０のスプレーガンに接続するように適合された一体注ぎ口を備えた貯蔵器
蓋の斜視図である。
【図４９】図４８に示す貯蔵器蓋の側面図である。
【図５０】図４８に示す貯蔵器蓋の縦断面図である。
【図５１】図２１～図２４のインサートに対する変更態様を示す側面図である。
【図５２】図２６～図２９のインサートに対する変更態様を示す側面図である。
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